
 クイズの解説 

 第５回 アナフィラキシー （2019年8月20日 日本経済新聞掲載） 

 ＜ 正解 Ⅲ  声がかすれる ＞ 

アナフィラキシーの症状として多いのは皮膚症状で（90％）、次いで呼吸器症状（40～60％）、めまい、失神、血圧低下
（30～35％）、腹部症状（25～30％）となります（右表）。 
 

その中で、最も危険な症状は呼吸器症状です。なぜなら、空気の通り道が狭くなっていくと呼吸困難につながるためです。 
その初期症状として、「声がかすれる」ことがあります。そのほか、のどが締めつけられる感じがしたら、速やかな対応が求められます。 
医療機関外にいる場合は救急車を呼ぶことが大切です。 

≪ アナフィラキシーの主な症状出現頻度 ≫ 

厚生労働省: 重篤副作用疾患別対応マニュアル, アナフィラキシーより 

 
 ◆食物（鶏卵、牛乳、小麦、蕎麦、ピーナッツ、甲殻類など） 
 ◆昆虫（ハチやアリなど） 
 ◆医薬品（造影剤、抗がん剤、解熱消炎鎮痛薬、抗菌薬、血液製剤、生物由来製品、卵や牛乳を含む医薬品など）＊ 
 ◆天然ゴムなど 
 

  そのほか、運動、低温、高温、日光、アルコールなど、免疫反応ではない原因もあります。 
 

＊医薬品によるアナフィラキシーは出現が早く、投与開始直後から5分以内に生じることもあり、通常30分以内に症状が現れることが多いのが特徴です。 

アナフィラキシーのおもな原因物質 

皮膚症状 90% 
 じんま疹，血管性浮腫 85～90％ 
 顔面紅潮（皮膚に赤みを帯びる）45-55％ 
 発疹のない痒み 2-5％ 

呼吸器症状 40～60% 
 呼吸困難，喘鳴（ヒューヒュー、ゼーゼー）45～50％ 
 喉頭浮腫 50～60％ 
 鼻炎 12～20％ 

めまい,失神，血圧低下 30～35％ 

腹部症状 
 嘔気，下痢，腹痛  25～30％ 

その他 
 頭痛 5～8％ 
 胸痛 4～6％ アナフィラキシーは重症になると命にかかわる可能性があります。 

食後、ハチに刺された後、薬を飲んだ後に体調がわるくなったら、すぐに医療機関に連絡して相談してください。 

「健やか情報」ページに戻る トップページに戻る 

https://www.takata-seiyaku.co.jp/general/sukoyakanavi.html
https://www.takata-seiyaku.co.jp/

